
1

●＜ろん・ぽわん＞未確認飛行物体

●司書の眼　第57 回

－その転機の先に－

　毎年、年末ともなればベートーベンの交響曲第

九の演奏会が各地で盛んに行われる。精一杯声を

張り上げてフロイデ、フロイデと歌いあげる混声

大合唱が魅力なのだろう。合唱団一万人規模の公

演もある。いつの頃からこうした慣行めいた音楽

公演が根付いたのか。本場のヨーロッパでもとい

うか、本場ではというべきなのだろうが、ドイツ

ではジルベスターコンツェルト(Silvester 

Konzert)と呼んでいる。もちろん演目はベートー

ベンの第九だけではない。

　ジルベスターはドイツ語で聖人の名であり、大

晦日という意味もある。なぜかと言えば、一年間

のほとんど毎日にカトリックの聖人の祭の日が指

定された聖人暦によれば、12月31日は聖人ジルベ

スターの日なのだ。フランスなど他のカトリック

国でも同様である。フランスでは、かつてこの聖

人の祭の日に生まれた子の名付けにはその聖人の

名を選ばなくてはならなかった。パリで発行され

ている日本語のミニコミ誌『ovni』に、そうした

事情についてわかりやすく説明されているので少々

長いが以下に引用する。

 「フランス革命以前は、フランスでは教会が戸籍

を管理した。「洗礼台帳」が教区の住民登録として

機能していたのだ。革命後それが国の戸籍état-

civilにとってかわられ、「洗礼名」が「名前

prénom」になった。名前はカトリックの聖人暦か

ら選ばねばならなかったのを、ナポレオンが1807

年に緩和し、他の聖人暦や古代の歴史的人物など

にまで選択肢を広げた。とはいえ、1993年の法律

改正で自由化されるまでは、神話、地方独特の名

前、名前の短縮形で愛称的なものくらいに限られ、

規定外の名前は戸籍吏の判断に委ねられていたそ

うだ」（『ovni』 836号／2017.9.1）

　フランス在住の日本人や日本人旅行者を読者対

象としたタブロイド版ミニコミ誌『オヴニー』は、

前身の『いりふね・でふね』を引き継いで1979年

に創刊された。『いりふね・でふね』（1974年創刊）

はベルナール・ベローと当時フランスに移住して

いたグラフィックデザイナー･エディトリアルデ

ザイナー堀内誠一（1932-1987）の二人が1974年に

始めた小さな媒体である。

　ヨーロッパのジルベスターコンツェルトは、ベ

ルリン・フィルハーモニー管弦楽団はブラームス

のピアノ協奏曲第2番変ロ長調 op.83他（指揮：キ

リル・ペトレンコ）、チェコ・フィルハーモニー管

弦楽団はサン=サーンス；歌劇「サムソンとデリ

ラ」 op.47より他（指揮：トマーシュ・ネトピル）

など必ずしもベートーベンの第九一辺倒ではな

い。各地で多彩な演目が年末カウントダウンで演

奏されている。日本でも最近は同じ傾向にある。

『ovni』という奇妙な誌名はUFOと同義のフランス

語、即ちobjet volant non identifié。（埜村 太郎）
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選んだ道を信じて

新年におすすめ動画を見ていたら、「計画を貫徹

するための５ステップ」というのが出てきた。

ステップ１はノイズをなくし、気を散らすものを

排除する。自分の内なる声を聴くこと。

ステップ２は最も重要だと思う目標を明確にす

る。紙に書くと良い。

ステップ３は完璧を目指すな、まず始めよう。

ステップ４は日々のルーチンをつくり、立ち止ま

らない勢いを築く。

最後のステップ５はあなたがより良くなることを

促し、刺激を与えてくれる人と一緒にいよう。

これらのステップは、知っただけでは人生は変

わらない。モチベーションを保ちたいなら成長す

ることに前向きな人たちに囲まれよう。

　人生には様々な転機がある。例えば、私自身が

経験した転機は外的な要因だけでなく、内からで

た興味であった。大学を卒業後、縁があった研究

職に就き、研究を続けるよりもそれを支援する情

報学や検索技術の方に興味を持ちはじめ、司書資

格をとって転職することにした。時代は労働者派

遣法、規制緩和政策で、リクルートのキャッチコ

ピーは「あなたの転職を応援します」。定年まで

いられる権利をあっさり放棄し、バブル崩壊の世

の中へ転職するわけであるが、その時は自分でも

脳天気な決断だったなあ、と思う。同時期に転

職・退職していった仲間は、ハワイでイルカト

レーナーになるため留学したり、結婚退職した

り、他の研究機関に栄転したり、外資企業に入っ

てドイツに駐在したりと様々であるが、それぞれ

にとって大きな転機であった。

けれども「自分が選んだ選択肢は常に正しい」

と思う力が人には必要だ。他人から見て正しい選

択ではないかもしれないが、その時点の「自分が

選択した」ということが大事なのだ。私自身、今

の仕事は非常に充実しており、副業で始めた子ど

もたちへの学習サポートもまた自分に新たな視点

を与えてくれる素晴らしい経験である。

縮毛矯正が教えてくれたナンセンス

　子どもたちに提供している学習サポートは主に

英語と数学であるが、これは積み上げ式の教科で

あるからだ。英語と数学だけは一夜にしてできる

ようにはならず、基礎からコツコツと積み上げて

いく時間と継続が必要だ。

特定の学習領域（たとえば、読み書きや計算）

において困難を抱える限局性学習障害（Specific 

Learning Disabilities, SLD）の子どもたちは、

小学校の２，３年生であれ？と思ってから、あっ

という間に高学年・中学生になってしまう。最初

のうちは家庭の支援もあり、学校の宿題を人より

多く時間と労力をかけてこなすことで、親も担任

の先生でもなかなか気がつかない。そして時間が

経つにつれその努力をあざ笑うかのように、宿題

は増えていき学習の難易度が上がっていく。一生

懸命やっていても「努力不足」「やる気がない」等

と言われて心が傷つかない子どもがいるだろうか。

私はくせ毛に毛量が多いので、結んでしまえばそ

んなに困るというほどでもないが、結ばないとど

うにもまとまらない。今までパーマやカットでし

のいできたのだが、昨年の春に髪を縮毛矯正した

ところ、QOLが爆上がりした。とにかく「何も努

力しなくても」髪はまっすぐだしサラサラしてい

るのだ。ああこれが定型発達と発達障害の子の違

いなのだな、と妙に納得した。学校の勉強と少し

の努力だけですんなり理解できてしまう子と、た

くさんの努力がいる子を一緒の教室で同じ教え方

で教え、同じ土俵で評定を付けることのナンセン

スさに気がついてしまったのである。

土台からのやり直し

　小学生の学習サポートでは、まっさらな状態か

―― その転機の先に――

司書の眼　第５７回

鷹野　祐子
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る気持ち」が欠如している。いままでは努力した

としても芳しい成果が見えなかったのだろう、と

にかく学習に対してやる気がない。高速大量学習

で対応しようとしても、そもそも自宅で学習に取

り掛からない。そこで、日々の雑談やアナログゲー

ムのお楽しみやちょっとした工作から徐々に将来

のこと、そのためのスモールステップ、今足りな

いことなどを少しずつ感じさせていく。

入学当初から指導継続している子たちは、中３

の春から夏休みくらいに「親や教師にやれと言わ

れるから勉強するのではなく、自分の学力を上げ

るために勉強する」「自分が行きたいのはこの高

校だ」とハタと気がつくのだ。

そして、この段階に至ると自学自習が成立する

ので、模試の結果から個別のスケジュールを提示

し、伴走し、それぞれがわからない問題を解決さ

せていくだけで面白いように学力が伸びていく。

５教科をこまごま教える必要はない。指針を示

し、テクニックを伝え、自分のできない学習を乗

り越えるきっかけを用意するだけで良い。人生の

岐路において自分で判断できたら、どちらに進ん

でもそれは成功への道なのだ。

成長の種が隠されている場所

　ところが、入試対策も本格的になる秋になっ

て、長年他塾の「やらされ学習」に通い、それす

ら放棄していた子が参加することになった。

他の生徒の友達だったので評判を聞いてきてく

れたのは嬉しいものの、親はこの時期によく転塾

させたなあ、と思う。早速体験会を実施し、ご両

親と面談した。お二人とも妙な威圧感を醸し出し

ている。これから大事な子どもをサポートしても

らう相手に腕組して話をする親っているかしら。

成長を心配するあまり、子どもを指導しなけれ

ば、正しい道を歩まさなければと、黙って見守る

ことができない典型的なご家庭のようだ。第一子

の長男は、平均クラスの高校に在籍し、現在学年

１位なので、この子も同じ学校に入れたいとい

う。淡々と両親に入試までのスケジュール案を提

示し、本人の希望なら、と納得して入塾すること

ら教えられるから、特に学校の成績の良し悪しは

問題にしない。学習は生活の中で自分の体験から

イメージして考える、という学習の基本を教えて

いる。言葉にすると難しいが、要は「教えない」

し「見守る」ということだ。自分の身体の五感か

らイメージができている子は、文章題になって力

を発揮するので、高学年になると成績が良くなっ

てくる。仕事のメインは低学年で不安になる保護

者対応といっても過言ではなく、子供の成長には

早い遅いがありそのうち追いついてくるというこ

とを納得させるのが一番大変な仕事だ。

逆に中学生の学習サポートの対象は、主に新中

１とその後は平均点のちょっと上から下の子たち

をメインにしている。まあまあ平均と、本人も親

も思っているゾーンだ。学校の内申で４以上取ろ

うと思う子は一緒にいられると指導内容が違いす

ぎて困るので、早期に他の塾に行った方が良いと

アドバイスする。今時の中学校の内申評価は、言

われたことを期日を守って提出していれば、平均

以下～８割できている子は評定３となるシステム

である。つまり、「３」の中の学力の振れが大きい

ので、同じ換算内申で高校に行っても学力が大き

く違う。  

今年は小５から継続的に見ている子たちが中３

になって主に都立高校受験を目指す。それぞれの

個性は小学生の時と全く変わらない。私の知らな

い生活も友達もあるだろうが、その子たちの芯は

かわらないのだなあ、と日々思うことが多い。平

均点周囲の子たちは、部活が忙しい、趣味が忙し

い、スマホや動画が大好きと日々の学習がおろそ

かになっていることが多いが、実は学力の問題は

小４くらいから芽を出していて、まずは小学校の

復習から必要になることが多い。今の生活習慣が

問題なのではなく、過去の取りこぼしを補填しな

ければ、いくら中学校で真面目に学習しようとし

ても、四則演算がママならない、単位換算が体験

的に理解できていなかったら、中学生の学習を上

に積み上げても何も理解できない。土台からのや

り直しこそ、この層に必要な学習だ。

さらにいうと、この層の生徒たちは「学習をす
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になった。

当の本人は語彙力・想像力が豊富、手先も器用

でなんでもこなすものの、親の言うなりにその学

校を目指しているので、学力・内申は足りていな

いが、時間を惜しんで学習する気はさらさらな

い。自分の本当の希望が見えていないので、エネ

ルギーの行き場を失ってスキピに入れ込んでいる

状態。この状態から本人の自覚を促すも、「昨日

も１時間車の中で叱責された」だの「志望校変え

たらスマホとられた」だの家族の干渉が入り、一

向に内声を聞くことができない。

自分が何を好きなのか、何を目指すのか。得意

なことは後回しでもついてくるので、まずは「楽

しい」「好ましい」がわからなければ選択を誤っ

てしまうのではないか。受験のような外からの圧

力を通じて困難に挑戦できるような成長を感じら

れるのではなく、どんな小さなことでも自分で選

択した満足感がより豊かな人生をもたらしてくれ

ると実感している。

同時期にサポートしている中学受験生は、行き

たい学校が親子とも明確で、必死に努力してい

る。こちらは逆に、夢がかなわなかった時の選択

肢にも、楽しいこと良いことを見つけるようにと

念を押している。あまりに希望が強いとそうでな

かった時の落差が大きく、その後の中学生活が残

念なものになってしまうからだ。

同じ受験でも、必ず行ける学校があるのとない

のでは大きな違いがある。１２歳での挑戦よりも

１５歳での高校受験は心身ともにちょうどいい刺

激になると思っている。自分自身転職による異な

る分野での経験は、視野を広げ、新たなスキルや

知識を習得する機会となった。人生の転機は一見

すると外圧から生じるが、必ずしも希望の道でな

かったとしても、その出来事の中には自分自身の

心の中で「心の声」や「内なる対話」をすること

に新たな成長の種が隠されている。

痺れる「学びの多様化学校」の校訓

　今年の春、娘が中一ショックで不登校になり、

この状況に毎日が悩みの連続だった。しかし、二

学期が始まっても登校する気配がなかったので、

サポートの先生に相談して毎週オンラインで話す

機会を設け、スクールカウンセラーさんとの面談

で受験の対策に手厚い「学びの多様化学校（不登

校特例校）」での受験サポートが有用という情報を

聞き、１１月に体験授業を経て通学がはじまった。

　この学校には『みんなが守まもるべきこと』が

あって、

　　１.法律をまもろう

　　２.人権を大切にしよう

　　３.授業を受ける権利を守ろう

　　４.公共物を大切にしよう

　　５.地域の人を大切にしよう

があげられている。よくある「清く正しく美し

く」的な「みんなとなかよく ともに高め合う子」

とか「夢や希望に向かい、進んで学ぶ生徒の育

成」とかではなく、まず法を守る、人権、学ぶ権

利、と来るところに痺れた。この学校には学ぶ権

利を阻害されている子がたくさんいるのだ。まず

は基本的人権のうち、教育を受ける権利を守るこ

とで、地域社会と交流を促し、健康で文化的な生

活を送ることができるように支援している。

東京都にはこの学校の他にも公立の学びの多様

化学校が設置されており、全国で私立を含め３５

校がある。でもまだまだ１０倍以上は足りていな

い。実感としては４０人クラスに３人くらいの不

登校予備軍がいることを考えると、保健室登校、

五月雨登校も含めたらものすごい数になるのでは

ないか。

新たな決断がもたらしてくれたもの　

この不登校特例校は近いといっても徒歩圏内に

ある地域の学校よりは遠い。そのため学校の近く

にあるUR住宅をセカンドハウスとして借りると

いう決断もした。UR住宅は築後５０年、４０年

たち一時期入居者が減って高齢者ばかりになった

ことが問題になっていた。そこで外観のデザイン

変更、企業による大規模なリフォームや個人的な

リフォームを許可する、子育て世代への家賃値引

きなどによって再び活気が戻ってきている。
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＜ＤＭかたろぐ＞版下データ入稿締め切り　2024 年 11 月 6日　H70*W70mm

我が家としても新たに賃貸住宅を借りる経験も

何十年ぶりで、書類の準備や敷金の用意など気ぜ

わしい日々が続き、その一方でインテリアや照明

を選ぶ楽しさを感じることもできた。このセカン

ドハウスを借りたことは、経済的には大きな負担

となるが、私立中学に入学するよりは安く、また

通学する本人と付き添う保護者の気持ちにゆとり

をもたらしてくれた。最終的には自宅から電車通

学できるように持っていきたいので、賃貸するの

は短い期間かもしれないが、より狭い住居への

引っ越しをシュミレーションするという生活のダ

ウンサイジングの練習になった。今回賃貸した住

宅は老後の生活には十分な広さだが、住むために

はかなり荷物を減らさなければならない。そんな

刺激から年末には大きな断捨離を進めた。

書類や書籍が増えていたのでまずは本の整理を

したのだが、思い出の本も最近著者が鬼籍に入

り、ひと時代が終わった感もある。これらの本を

保存するかどうかかなり悩み、こんなところに図

書館員としての癖が出て、入手可能なものは処分

して絶版資料を優先的に取っておくことにした。

絶版資料としても、今の自分に必要なければ、価

値のないものなのに。

　さらに書斎の模様替えも行った。今回は本棚を

背にしたのでオンラインミーティングのために棚

に置かれた本に気を遣う必要があった。そこで本

棚のデコレーションについて調べてみると、同じ

色や形のアイテムを棚の中で三角形に配置するこ

とで視覚的な効果があるそうだ。実際に配置して

みてもセンスが必要なようでかなり難しい。よさ

そうなスタイルを見つけてそのまま真似するのが

早道のようにも思うが、まだ積みあがったままの

これらの本をどうしよう、と思っている間に新年

が始まってしまった。

Do the hokey pokey

　高校受験、大学受験、転職と、転機は大きな決

断が必要だが、自分のキャリアや行く先を見つめ

直す機会となり、スキルや知識を広げるだけでな

く、新たな人間関係を築くことにもつながった。

常に前向きな姿勢を持ち、新たな経験を積み重ね

ていく。これらが「困難や挑戦を乗り越えること

で得られる成長や新たな視点が、私たちの人生を

必ず豊かにしてくれる」と信じられる自信なので

はないかと思う。

娘の不登校という状況も、セカンドハウスを借

りるという決断も、断捨離や書斎の模様替えも、

すべてが私たち家族にとって新たな視点を与えて

くれていると思う。

（たかの ゆうこ：医学系研究所図書室）

https://www.sinfonica.or.jp/kanko/estrela/
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